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未 来 の 油 剤

加工油業界の常識を覆す

界面活性剤フリ ーを実現し、

作業環境にも感動を与える、

未来のNEWエマルション誕生
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従来のエマルションの欠点を完全克服し、更にグレードUPL,ました。
”テクノロジ一三相乳fは暉で開発された、新しいエマルションタイプの水溶麟剤です。
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ド＝繹 三相乳化技術とは界面活性剤を
使用せず、エマルションを生成する
新しいテクノロジーです。

界面活性剤が含有すると・ ．．

 界面活性剤は油成分を乳化する役目があ

りますが、様々な問題があります。

次元が違う極低発泡性！！
消泡剤不含有にも関わらず、
極低発泡性を備えており、嘉
圧噴射に最適で、冷却効果で
工具寿命延長に繋がり、機械
廻りの汚れも低減し、作業環
境に大きな変化をもたらして
くれます。
ベタツキも少なくメッキ塗装
時のハジキが無く、キレイに
のります。

試験方法
MICROCOO汲ぴ従来
品他社品の10倍希釈
液を栓付きメスシリン
ダーに入れ、1 分間振
とうした後、 発泡状態
及び消泡性を確器しま
した．
匹：室温）
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三相乳化エマルション
拡大図↑

濠三相乳化法は神奈川大学の特許技術です．

想像を凌駕する潤滑性能！！
界面活性剤不含有の為、油脂量が多くなり油膜強度が
向上し、水による冷却効果との絶妙なバランスで別次
元の加工性能が備えられ、「エ具寿命の延長」、 「加工
時間短縮」が可能で、作業効率の向上に大いに力を発
揮してくれます。

試験方法（チムケン摩耗試蒙）
MICROCOO頃び、他社品の 30 倍希釈液で試験
ワーク：SUJ2のテストピース
初期荷重：19kgf、 以後1分毎に17kgf追加していく。
ロータ一回転数： 650rpm

侃誼：室温）
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耐圧荷重 291kgf

・泡立ちの原因

・油水分離性の低下

・手荒れの原因

・油性能を損なう

・腐敗の原因

・熱安定の低下

・油、異物の抱き込み

曝讐、慶・肇彎A
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驚愕する油水分離性能！！
ケタ外の油水分離性鮨を備
えており、常に水溶液をキレ
イに保ち、液寿命を延長する
ことで入れ替えの頻度が減り、

「コスト低減」「環境に優しく
生産性向上」に繋がります。
浮上油はオイルスキマーで箇
単に取り除くことが出来ます。

試験方法
MICROCOO頃ぴ従来
品他社品の10倍希釈
液と緑色に着色したエ
ムアイウェイ68僚動
油）10mlを栓付さメス
シリンダーに入れ、1
分閻攪拌した後、分離
状態を碓課しました。

ほ：室温）
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作業現場に感動の実績！！ トー

※ 291 kgfは油性の塑性加工油剤と同等の数値です。

タルコストダウンに貢献

大阪市 A工作所頃湮撰賤頭達） k課長様

ワーク材質
NC旋盤
問題点

: SKD11 • SUS304 • SKH 
：巳立精機 NR23226、NR18
：腐敗・ベタツキ・臭気

▼トライアル結果

埼玉県 B社（トラック部品製造業） M主任様

ワーク材質
MCセンター

問題点

: FC • FCD • AC 4 C(T6) 
: MAZAK VARIAXIS J-500/SX 
：ベタツキ・臭気・タップ精度

....トライアル結果

腐敗、ベタツキ、異臭なく工具寿命も延長！

トータルコストダウンに成功した！

エンドミル、タップ、面取り全て高精度、臭気、

ベタツキも改善！ト ータルコストダウンできた！




